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１．ごあいさつ

代表取締役社長

廣田 禎秀

スマート技術と柔軟な発想で、人と
社会の未来に役立つモノづくりを

１／１３

当社は、1914年の創業以来、電力量計、キュービクル、配電盤、配電自動化機
器など、電力の安定供給を支える製品を提供し、電気事業の発展に貢献してまい
りました。

また、脱炭素社会の実現に寄与することをめざし、2006年に環境マネジメント
システムの国際規格ＩＳＯ１４００１の認証を取得し、それ以降、非化石エネル
ギー（原子力発電や太陽光発電等の再生可能エネルギー）の拡大、電気自動車の
普及による電気エネルギーへのシフトおよびスマートメータの本格導入に大きく
貢献して参りました。

さらに、ＣＯ２削減や省エネルギーへの取組はますます高まっており、当社も
加速するＧＸの動きに柔軟に対応して参ります。

なかでも、創業以来のコア技術を発展させた独自の技術により、今後導入が予
定されている第２世代スマートメータの商品化をはじめ、ＨＥＭＳ・ＢＥＭＳな
どのエネルギーマネジメントシステムやＥＶ充電システムなど、脱炭素に貢献で
きる新たな商品開発を進めていきます。また、ＶＰＰ（バーチャルパワープラン
ト）やスマートグリッド実証設備など、今後のエネルギー事業を支える最新の技
術開発にも積極的に取り組んでいきます。

加えて、創業以来１１０年で培った技術と信頼を大切にするとともに、国際的
な動きに合わせ、「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」、「気候変動に具
体的な対策を」など『ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）』に対する取組みも積極
的に推進してまいります。

今後とも地球温暖化という２１世紀における最も大きな課題に対して、当社が
果たすべき役割と責任を認識し、脱炭素社会に向けた環境負荷低減への取組みを
経営の最優先課題と位置づけ、地球環境の改善に貢献し続けていきたいと考えて
おります。



２．品質・環境方針

【 理 念 】

【行動指針】

当社は、脱炭素社会の実現とお客さま満足度の向上をめざし、環境に配慮
した製品の開発や電力の安定供給をサポートするとともに、品質と関連技術

の向上に努め、持続可能な社会の発展に貢献します。

エネルギーソリューションカンパニーとしてＳＤＧｓを推進し、「安全第

一」、「お客さま第一」、「環境負荷低減」で品質・環境活動の継続的改善

に努め、お客さまに選ばれる製品・サービス・メンテナンスを提供します。

そのため、行動指針を次のとおり定め、品質・環境方針を社外へ公開すると

ともに、事業マネジメントと連携を強化し実行します。

１．法令・規制の順守はもとより、お客さまをはじめとする利害関係者の要
求事項を満たすとともに、非常事態に備えた対応を強化し、品質・環境
マネジメントシステムを継続的に改善します。

２．リスクおよび機会を考慮した品質・環境目標を定め、品質・環境活動の
具体的展開を図り、その達成に努めます。

３．お客さま満足度の向上や環境影響を軽減するため、次の活動を推進し
ます。

《品質》
①お客さまの要望を継続的に収集し、迅速かつ丁寧に対応します。
②品質改善活動の活性化に努め、全従業員の品質意識の高揚と技術・技

能の向上を図り、製品・サービスの品質水準を確保します。
③お客さまへの影響評価や、事業へのリスクマネジメントを行い、万一

の不良発生時、迅速な対応と再発防止を図ります。
《環境》

①ライフサイクルを視点に入れ、地球環境負荷の低減に資する製品の
開発、資材の購入、有害化学物質の削減により環境リスクを低減し
ます。

②省エネルギーの推進並びに再生可能エネルギーを有効利用します。
③４Ｒ(使用回避、省資源、再使用、再生利用)を推進し、廃棄物を削減

します。
④環境保全活動を通じて地域社会に貢献します。

２／１３



３．持続可能な地球環境の
改善に向けた取組み

（１）環境活動推進体制

３／１３
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（２）ＩＳＯ１４００１認証取得

≪環境活動を支える環境マネジメントシステム≫

当社は、本社を含む全ての事業所および工場において、2006年8月28日に
ＩＳＯ１４００１を認証取得しました。

環境マネジメントの運用にあたり、事業プロセスとの統合を図るため、経
営方針から「品質・環境方針」を設定しました。これら方針と整合したリス
クと機会への取組み並びに環境目標達成に向けた活動を実施しています。

具体的には、環境関連法令の順守や環境目標については月次管理（実績把
握と評価）しながら、達成に向けて全社一丸となって取組んでいます。

また、これらの活動結果については、環境管理責任者へ報告するとともに、
マネジメントレビューで社長へ報告しています。レビューの結果、改善を要
することがあれば、社長より改善指示が出され、速やかに改善処置を実施し
ています。

今後は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の国際的な潮流を踏まえつつ、
ＰＤＣＡサイクルによる改善を進め、環境経営の強化に取り組んでいきます。

４／１３

【登録番号：Ｅ０５－１４６】



５／１３

関連するＳＤＧｓ取組み項目環境行動指針

・環境に配慮した製品の開発ライフサイクルを視点に入れ、地
球環境負荷の改善に資する製品
の開発、資材の購入、有害化学
物質の削減により環境リスクを低
減します。

・環境に配慮した製品の販売

・環境に配慮した資材の購入

・消費電力量
省エネルギーの推進並びに再生
可能エネルギーを有効利用しま
す。

・ガソリン使用量

・太陽光発電の推進

・廃棄物排出量
４Ｒ(使用回避、省資源、再使用、
再生利用)を推進し、廃棄物を削
減します。

・水の使用量

・コピー用紙の購入量

・2025大阪・関西万博への貢献

環境保全活動を通じて地域社会
に貢献します。

・環境イベントへの出展

・会社周辺の清掃活動

・敷地内緑化の推進

（３）ＳＤＧｓとの関連

エネゲートは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。

環境に関するエネゲートの取組み



４ 主な環境行動指針の具体的展開

（１）ライフサイクルを視点に入れ、地球環境負荷の改善に資する製品の開発、

資材の購入、有害化学物質の削減により環境リスクを低減します。

６／１３

○スマートフォンやフェリカで簡単
に操作できる電気自動車向け充電
システム「エコＱ電システム」を
開発･販売しています。

用途システムNo.

EVへの充電エコQ電システム1

不法投棄の抑止盗難・不法投棄抑止カメラシステム２

①環境に配慮した製品の開発

ＢＥＭＳ、ＭＥＭＳ、ＨＥＭＳといったビルやマンション、さらに
は一般家庭に至るまで、幅広いエネルギー利用の現場において、
多彩なエネルギーマネジメントシステムを通じて、トータルソリュ
ーションを提供し、省エネやＣＯ２削減を推進します。

②環境に配慮した製品の販売

エコＱ電システム

○不法投棄を検知し、鮮明な証拠を残すカメラ
システム「SVaRe（スバレ）」を開発・販売
しています。

ＨＥＭＳシステム構成図(例)
使用電力量を３０分
毎に計測・記録

使用電力量の
見える化を提供



（２）省エネルギーの推進並びに再生可能エネルギーを有効利用します。

グリーン購入率100％を継続して
達成することができました｡
また「環境報告書の冊子」には、
バナナペーパーを使用し、SDGs活動
を支援しています。(詳細は裏表紙)

①消費電力量

７／１３

③環境に配慮した資材の購入

クールビズ､ウォームビズの推進等により

消費電力量の削減に努めましたが、477万

kWhとなり、対前年で微増となりました。

今後は高効率機器の導入や省エネ関連シ

ステムの構築により、消費電力の削減に

取り組みます。

②ガソリン使用量

エコドライブの推進や電動車の利用に努めましたが、業務量増に伴って走行
距離が増えたため使用量は208kℓとなりました。なお1台当たりの使用量は減
少傾向にありますが、今後の業務量の増大に備え、更なる電動車の導入とエ
コドライブの推進に努めます。

（2024年3月末現在）

ＥＶ

（再掲）

ハイブ
リッド

（再掲）
保有台数事業所

(2)(11)152本社

(2)(5)15千里丘

(0)(1)56京都

(0)(1)63兵庫

(0)(1)1佐用

(4)(19)287合計

（台数）社有車の保有台数:287台

1４年間
継続中
（2010～）



８／１３

ＥＶ車と充電システム

（ ）内はＥＶ車台数

681472500474663
削減ガ
ソリン
量(ℓ）

《ＥＶ車の利用》

③太陽光発電の推進

新たに2024年4月より千里丘事業所 本館屋上に太陽光発電パネルを設
置し、ＣＯ２排出量削減に取り組みます。

（2023年3月末時点）

１㎡当たりの

月平均発電電力量

(kWh/㎡)

面積

（㎡）

定格出力
(kW)

設置数(基)

［箇所数］
事業所

11.2

222.3298[3]千里丘

116.9181[1]平野

77.9131[1]寝屋川

－417.16010[5]合計

千里丘事業所 本館屋上

寝屋川工事所屋上

〔太陽光発電パネル〕

関西電力グループの「ゼロカーボンロードマップ」に従い、2030年までに社有
車の100%電動化を目指します。



【出典】

電 気：関西電力㈱

二酸化炭素排出係数（クレジット反映後）

ガソリン：地球温暖化対策の推進に関する法律施行規則

《当社のＣＯ２排出量の推移（Scope１、２）》

当社の2023年度ＣＯ２排出量は、電気のＣＯ２排出係数および
業務量の影響により増加しました。

９／１３

ＣＯ２排出係数

（３）４Ｒ(使用回避、省資源、再使用、再生利用)を推進し、廃棄物を削減します。

①廃棄物排出量 廃棄するプラスチックや金属屑のリサイクル化を推進して
廃棄物削減に取り組んでいますが、生産量の増加に伴い
2023年度の排出量は83.5tと増加となりました。今後も４Ｒ
活動の更なる推進や分別方法の見直しなどにより、廃棄物
の削減に取り組みます。

プレスチックパレットの
リサイクル

項目 単 位
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

ｶﾞｿﾘﾝ kg-CO2/ℓ 2.32 2.32 2.32 2.32 2.32

電気 kg-CO2/kWh 0.334 0.334 0.351 0.311 0.434



雨水の積極的な活用等の節水施
策に取り組んだ結果、2023年度
の使用量は11,316m3と減少して
います。今後も、節水施策の継続
的な取組みを実施します。

１０／１３

②水の使用量

③コピー用紙の購入量

2022年度より「大胆なペーパーレ
ス」に取り組み、 2023年度購入量
は7.7tと大幅に削減でき、順調に
減少しています。今後は2025年度
までに50％削減（2021年度比）を
目指して取り組みます。

雨水を樋から収集

貯水槽へ溜め、散水に活用

雨水の活用
（兵庫事業所）



１１／１３

各事業所において、周辺
の清掃など、地域の美化
活動を継続的に実施して
います。

③会社周辺の清掃活動
本社周辺 千里丘事業所周辺

④敷地内緑化の推進

各事業所で緑化を推進
し、ＣＯ２の削減に努め
ています。

千里丘事業所

②環境イベントへの出展

《自家菜園》

佐用工場周辺兵庫事業所周辺京都事業所周辺

環境イベントに当社の環境
関連製品を出展しました。
多くの方が来訪され、高い
関心を示されました。 ENEX2024 第48回地球環境とエネルギーの調和展

（東京ビックサイト：2024年1月31日～2月2日）

（４）環境保全活動を通じて地域社会に貢献します。

①2025年大阪・関西万博への貢献 大阪・関西万博の会場で次世代の電柱（スマー
トポール）の実証試験を４社で行いました。今
後は、実証試験で得たAIの知見を導入し、地域
社会での導入を目指し、電力設備の保全の高度
化や効率化に寄与して参ります。



１２／１３

・電気の削減

・水道水の削減

・ガソリンの削減

・ごみの減量

・その他

わが家でもできること

・エアコンは適正温度で利用する

・蛇口はこまめに閉める

・ふんわりアクセル「eスタート」

・食べ残しをなくそう

・マイバッグ・マイボトルの利用

内容取組み項目環境行動指針

・RoHS指定適合品の選定
・省電力化、小型化、軽量化

の定着
・環境に配慮した製品の開発

ライフサイクルを視点に入
れ、地球環境負荷の改善
に資する製品の開発、資材
の購入、有害化学物質の
削減により環境リスクを低
減します。

・営業活動の強化と販路拡大・環境に配慮した製品の販売

・グリーン購入の徹底・環境に配慮した資材の購入

・エネルギーマネジメントシス
テムの活用

・冷暖房温度の適正管理
・消費電力量の削減

省エネルギーの推進並び
に再生可能エネルギーを有
効利用します。

・ＨＶ車の導入
・エコドライブ10の実践
・EV車の積極的利用

・ガソリン使用量の削減

・パネル増設の推進・太陽光発電の推進

・４Ｒの推進
・分別廃棄の徹底
・リサイクル業者の開拓

・廃棄物排出量の削減

４Ｒ(使用回避、省資源、再
使用、再生利用)を推進し、
廃棄物を削減します。

・自動水栓の採用
・雨水の活用・水の使用量の削減

・会議資料の電子化
・電子りん議の活用・コピー用紙の購入量の削減

・スマートポールの活用・2025大阪・関西万博への貢献

環境保全活動を通じて地域
社会に貢献します。

・展示会等への積極的出展・環境イベントへの出展

・定期的な実施・会社周辺の清掃活動

・植樹の実施と管理・敷地内緑化の推進

５． 2024年度環境の取組み



１３／１３

６．２０５０カーボンニュートラル
を目指して

弊社は２０５０年カーボンニュートラルを目指す、第１ステップとして

「ＳＤＧｓ２０３０ビジョン」を策定し取組み中です。

弊社の主力製品であるスマートメータの安定供給やエネルギーマネジメントシステム、
ＥＶ充電システムの普及促進だけでなく、太陽光発電設備の増設や社有車の電動化な
どを積極的に推進し、２０５０年カーボンニュートラルへの貢献を目指します。

なお、ＳＤＧｓの達成年度である２０３０年に合わせ活動を行いますが、長期にわた
るため２０２５年での中間目標を定め、適宜見直しを行いながら進めていきます。

この先も、環境に優しい企業として、「環境負荷の少ない持続可能な社会
の構築」を目指します。
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